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芸術で生徒の視野広げる
　勝山市を舞台に「ふるさと回帰ショートムービー」を
制作した日本大学芸術学部が、勝山高校で出前事業を開催。
希望した１・２年生26人に対して「映画とコミュニケー
ション」をテーマに、松島哲也教授（日大芸術学部映画学
科）と日大学生が講師となり、映画の基本と歴史、ショー
トムービー作成時の体験談などを講演しました。生徒たち
は、芸術の世界を通じて新たな刺激を受けた様子でした。
　また、受講者から４人を選抜し、松島教授指導のもと、
日本大学芸術学部の学園祭の様子を、勝高生が動画撮影・
編集し発表する課外授業も行いました。

●課外授業参加者の声
久 保　葵さん（２年）　想像以上に個性豊かな人や作品が
多く、自分も自由な発想で作品作りをしたい
鈴 木春奈さん（２年）　若い人たちの作品を一度にたくさ
ん見られてとてもよかった
山 田哲也さん（２年）　工業デザインの分野に新たに興味
を持った。もっと絵の勉強もしてみたい
原 田優梨菜さん（１年）　続けていくとつらいこともある
けど、好きじゃないと続けていけないと思った

勝山高校と日本大学芸術学部が連携

出前講座の様子（勝山高校）出前講座の様子（勝山高校）

課外授業の様子（日本大学芸術学部江古田キャンパス）課外授業の様子（日本大学芸術学部江古田キャンパス）

学園祭の様子学園祭の様子
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キャリア教育を振り返って
　他自治体で中学生向け
のキャリア教育を実施し
た経験から「勝山市でも
キャリア教育を」と考え
ました。
　勝高OBで地域おこし
協力隊の吉川さんと勝高
に尽力頂き、勝高で実施
する運びとなり、勝高支
援の一助になればと会員
に声掛けしたところ、今

回の講師の方々に快諾頂きました。
　市内中学の卒業生が半数しか勝高を志望しないの
は重要問題と思っています。高校の存在は自治体基
盤に不可欠です。行政・教育機関のみならず、市民
を巻き込んで改善策を議論し、特徴のある高校を目
指して頂きたいと思います。私たちも、今後は中学
生へのキャリア教育に取り組みたいと考えています。
　私の高校時代、1学年の生徒数は約500人でした。
楽しい思い出もありますが、3年間のきつい自転車
通学が、私の「我慢強さ、打たれ強さ、負けず嫌い」
の源泉です。
　高校卒業以降、私は「生まれは田舎の勝山で、実
家は百姓。スマートではないが正直さではだれにも
負けない」と公言してきました。それは「自然体、
素のままの自分が一番」という自分の生き方を伝え
るためで、勝山での暮らしが私の人生のバックボー
ンとなっているのです。
　今の勝高生と会ってみて、とても礼儀正しいがお
となしい印象を受けました。「議論できる人」「自分
の考えを主張できる人」を目指して頂きたいです。
そして、打たれ強くなってほしい。どんどん失敗し
てほしい。失敗は成長するために必要な種・肥やし
です。
　皆さんにとって好むと好まざるにかかわらず、勝
山での暮らしはそれぞれの人生や生き方に大きな影
響を与えています。そのことを自分の強みにし、こ
れからの人生を歩んでください。

　今回開かれた「キャリ
ア教育」の講義内容は、
講師の方がその職業を選
んだきっかけやエピソー
ドに触れながら、会社が
求める人物像、必要な力
をお話し頂くだけでなく、
苦労したことやその乗り
越え方、高校時代の過ご
し方など生徒にとっての
貴重なアドバイスが含まれる素晴らしいものでし
た。また、ふるさと勝山や母校である勝高への愛情
を言葉の端々に感じられ、後輩である生徒たちも、
将来を考える貴重な時間であり、体験となったと信
じています。
　講義をして頂いた講師の方々と、「キャリア教育」
開催にご尽力頂いた勝高同窓会や同窓会東京支部の
皆様に、厚くお礼申し上げます。
　勝高は、少子化の影響もあり、生徒数が最も多かっ
た頃に比べると現在では１／４ほどの規模になり、
県で一番小さい普通科高校となっています。しかし、
これをメリットとして捉え、生徒一人ひとりの「個
に応じた」進路実現に向け、全校を挙げて頑張って
います。
　また、学校の魅力向上、特色化の一環として「地
域密着型」学校づくりに取り組み、その柱として「勝
山人」をテーマとする課題解決型学習を取り入れて
います。その代表が「かっちゃま創生プラン」であり、
1年で地元探究、2年で他地域との比較、3年でより
よい勝山とするための提言としてまとめる探究活動
を行っています。今年８月９日には「市長と語る会」
で山岸市長に提言させて頂きました。
　このように、市、同窓会を始め、多くの関係機関
との連携を図りながら、勝山市唯一の高校として、
地域に信頼され、期待が集まる学校にしていくため
に、皆様方の後輩も頑張っています。
　引き続き、勝山高校に対しまして、様々な面での
皆様方のご理解、ご協力をお願いいたします。
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